






【背景・目的】X 線管装置から照射される X 線の量やエ
ネルギーを把握することは、患者被ばく線量を把握する上





X 線管装置には、「総ろ過」と言われる X 線束を通過す
る物質の厚さを規定するものがある。総ろ過は、診断用 X














【方法】本方法の測定手順は Figure 1 の通りとなる。ま
ず実際のマンモグラフィ装置の距離 D（= 700 mm）にお
ける総ろ過厚 x 時の空気カーマ K’x と既知の Al 板 T を加
えた総ろ過厚 x+T 時の空気カーマ K’x+T を測定して比率
R’（= K’x / K’x+T）を求める。次にシミュレーションソフト
に測定で使用したマンモグラフィ装置のターゲット材質
や角度、フィルタ材質等の条件を入力し、総ろ過厚 x 時の
空気カーマ Kxと既知の Al 板 T を加えた総ろ過厚 x+T の
空気カーマ Kx+Tを算出し、R を求める。この R と R’との
差が最小となる x を trial and error で求めることで Al 当
量に換算した総ろ過厚が算出されることになる。 
使用した X 線源装置は乳房用 X 線装置 SELENIA 
DIMENSIONS（Hologic Inc. USA）を用いた。この X
線源装置はターゲットが W、ターゲット角度は 16°、放
射口は 0.62 mm 厚のベリリウム（Be）窓で、付加フィ





38kV（2 kV ずつ）、100 mAs に設定した。乳房撮影には
圧迫板を用いて撮影を行う。本研究では圧迫板の有無に
よる総ろ過厚の変化についても評価した。 





  （1） 
 Fig.1 総ろ過厚測定のフローチャート。（a）が実測、（b）側が計算の過程
を示す。R’と R の差が最小か判断し、大きい場合は再度計算をやり直す
（No 側）。最小の場合は、計算した x が Al 当量総ろ過厚となる。 
 
【結果】 使用した乳房用 X 線装置の総ろ過は、0.05 
mmRh（圧迫板含めない）である。検証した結果、管電圧





あることが分かった。しかし、26 と 28 kV では±10%を超
える結果となった。Rh は管電圧が低いと X 線減弱が大き
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